
 

 

 

 

2020/10/25(日)確認できた種 

天気：雨時々曇り  

風：やや強めの風あり 

気温：開始時 15℃/終了時 13℃ 

湿度：開始時 55％/終了時 85％ 

― 2021/10/17 バードウォッチング資料 ― 

カモの他に見られる野鳥 

▲カンムリカイツブリ ▲コゲラ ▲モズ ▲オナガ ▲ハシボソガラス 

▲ハシブトガラス ▲シジュウカラ ▲ヒヨドリ ▲ムクドリ ▲ハクセキレイ 

オオハクチョウ コハクチョウ アメリカコハクチョウ 

※アメリカコハクチョウは、コハクチョウの

亜種です。 
 

亜種(あしゅ)…「同じ種の鳥でも繁殖する地域によ

って形態的な違いがある場合、さらに亜種として区

別することがあります」(日本野鳥の会サイトより抜粋) 

渡りって何？ 
 

→一定の繁殖地と越冬地を定期的に

行き来すること。 

（図鑑「日本の野鳥」より抜粋） 
 

カモ目カモ科

　1　ヒドリガモ

　2　マガモ

　3　カルガモ

　4　オナガガモ

　5　コガモ

　6　ホシハジロ

カイツブリ目

カイツブリ科

　7　カイツブリ

　8　カンムリカイツブリ

ハト目ハト科

　9　キジバト

カツオドリ目ウ科

　10　カワウ

ペリカン目サギ科

　11　アオサギ

　12　ダイサギ

　13　コサギ

ツル目クイナ科

　14　オオバン

タカ目タカ科

　15　トビ

　16　ノスリ

キツツキ目キツツキ科

　17　アカゲラ

スズメ目

モズ科

　18　モズ

カラス科

　19　ハシボソガラス

　20　ハシブトガラス

シジュウカラ科

　21　シジュウカラ

ヒヨドリ科

　22　ヒヨドリ

ウグイス科

　23　ウグイス

ヒタキ科

　24　ジョウビタキ

セキレイ科

　25　ハクセキレイ

アトリ科

　26　カワラヒワ

ホオジロ科

　27　アオジ

 

エクリプス… 

カモ類、サンショウクイ科などの一部の種の雄に見られる特殊

な羽衣のこと。夏羽(繁殖羽)が鮮やかな目立つ羽色のカモ類の

成長雄は、繁殖期の後期に体の羽毛を換羽し、雌と同じような

地味な羽色になる。これをエクリプスと呼んでいる。日本に渡

来したばかりの頃にも、まだこの地味な色合いの個体が多い。

※「日本の野鳥」より 

◆エクリプスでも、わかりやすいマガモでご紹介します！ 

 ※あくまで、私(山際)個人がわかりやすいと思っている種類です。 

オス 

メス エクリプス 

マガモのエクリプスで一番わかりやすいポイントはくちばし

を見ることです。 

メスのような地味な色合いですが、くちばしは冬に見るオス

と同じように黄色です。また、くちばしの色はカルガモとも

違うのでわかりやすいポイントです。 

カルガモ 

ハクチョウ情報 

今年は 10/7(木)に９羽飛来していたのが初認日になるかと思います！また、毎週金曜日の

「ハクチョウの日」でカウントした最新羽数は 10/15(金)の 1,047 羽です。 


